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 １．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 

本日のプログラム 次回のお知らせ 

2024-2025年度クラブ方針 

「みんなの力を結集し、 

    未来に繋がる活動を」 

嶋田君：中元先生、卓話よろしくお願いします。勉強させ

て頂きます。 

福田君：中元さん、本日の卓話楽しみにしています。 

井上君：中元先生、本日の卓話よろしくお願いします。 

 

 

〔クラブ管理運営委員会 上野山（栄）委員長〕 

本日の出席者２2名／２５名     

（うち出席規定免除者８名／８名）   

 

〔中村会長〕 

 17日の地区大会では10名の皆様に

ご参加いただきまして、誠にありがとうご

ざいました。地区大会の報告は本日の

週報に掲載しておりますのでご覧くださ

い。 

 2日目のアグネス・チャンさんの基調

講演は素晴らしくて、まさに奉仕の理想

を再度認識できる機会となりました。ア

グネスさんはユニセフ親善大使として世界中で活躍されて

いて、戦争に巻き込まれた多くの子供たちに多大な貢献

をされていて感銘を受けました。 

 さて今月はロータリー財団月間であります。ロータリー財

団は正式には1928年に命名され、人道的、教育的活動の

ために寄付を受け付け、資金を分配する非営利団体で

す。ロータリー財団章典にはその使命を「ロータリアンが

人々の健康を改善し、質の高い教育を提供し、環境保護

や貧困をなくすことを通じて世界平和を達成することであ

る」と書かれています。本日は地区財団委員会の中元耕

一郎君にロータリー財団プログラムについて解説をお願い

しております。ロータリー財団を知ることはロータリアンに

とって必須でございますので、知識を深めていただきたい

と思います。 

開 催 日 

THE ROTARY CLUB OF ARIDA 

 

前回の報告（第３０９６回例会） 

令和６年１１月２８日(木）  

〔中村会長〕 

 

〔井上SAA〕 

中村君：地区大会御出席の皆様、お疲れ様でした。本

日、地区大会の報告をさせて頂きます。中元先生、

ロータリー財団の卓話よろしくお願い致します。 

菅原君：中元先生、本日の卓話宜しくお願い致します。勉

強させて頂きます。大相撲九州場所行ってきました。箕

島出身野田君6勝1敗おめでとう。 

石垣君：中元先生、ロータリー財団の卓話よろしくお願い

します。 

岩橋君：中元耕一郎先生、ロータリー財団の卓話よろしく

お願いします。 

上野山（捷）君：中元耕一郎様、本日の卓話よろしくお願

い致します。 

應地君：中元先生、卓話楽しみにしています。 

橋爪（正）君：中元さん、卓話御苦労さまです。 

宮井君：中元君、本日の卓話宜しくお願い致します。 

松村君：中元耕一郎様、お話楽しみです。 

中元君：本日、ロータリー財団の卓話をさせていただきま

す。よろしくお願いします。 

上野山（栄）君：中元先生、財団のお話楽しみです。 

橋爪（誠）君：中元先生、本日の卓話ごくろう様です。ロー

タリー財団について勉強させて頂きます。今年の風邪

はしつこいですね。皆様、ご自愛ください！ 

川口君：本日の会員卓話、中元先生宜しくお願いいたし

ます。勉強させて頂きます。 

木本君：中元先生、本日の卓話宜しくお願い致します。 

児嶋君：中元耕一郎君、本日の卓話よろしくお願い致しま

す。 

    令和６年１２月５日 第３０９７回 

・新入会員卓話：山下 理一郎君 

 「自己紹介」 

・ソング：「君が代」「奉仕の理想」 

  令和６年１２月１２日 第３０９８回 

・年次総会・次年度理事会 

  

・ソング：「それでこそロータリー」 
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島 海碩 書 
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菅原 佳典 

川口健太郎 



〔菅原幹事〕 

1.国際ロータリー日本事務局 

・ クラブ・地区支援室メッセージ［メー

ル］ 

2.2640地区 

・国際ロータリーカルガリー大会 2640

地区メンバーツアーのご案内 

・令和6年能登半島豪雨 支援金 

 理事会での決定に寄りニコニコ会計

より5万円拠出しました 

・2024-2025年度クラブ国際奉仕委員長会議 

 12月7日（土） 

 ホテルグランヴィア和歌山6階 グランメゾンにて 

 国際奉仕担当 福原陽司君（代理の場合は橋爪誠治

君）が出席 

・ 2024-2025年度 地区大会ご参加のお礼 

3.海南東ロータリークラブ 

・50周年記念ゴルフ大会お礼状及び写真が届く 

・成績表と順位賞 （中村会長） 

・創立50周年記念式典の案内 （中村会長） 

3.有田200ロータリークラブ 

・有田3クラブ合同例会企画書が届く ［12月の理事会に

上程］ 

【回覧物】 

・Rotary誌 

・各クラブ週報  

 粉河RC、田辺RC、田辺東RC 

【後方 閲覧/掲示 物】 

・各クラブ例会変更 

 
  

「ロータリー財団について」 

会員 中元 耕一郎 君 
ロータリー財団の歴史 

 1917年、米国ジョージア州アトラン

タで開催された国際大会において、

アーチC. クランフが「全世界的な規

模で慈善・教育・その他社会奉仕の

分野でよりよきことをするために基金

をつくろう」と提案する。1928年に国

際大会でこの基金がロータリー財団

と改称される。1947年、ポール・ハリ

スが逝去し、彼の死を悼んで世界中から財団に寄付が

集まり、翌年には最初の財団プログラム（高等研究奨学

金）が実現した。日本での第2番目のロータリー国際親善

奨学生は緒方貞子さんで、1951年ワシントンD.C.の

ジョージタウン大学で勉強した。また、緒方貞子さん1990

年から2000年まで国連難民高等弁務官を務めた。 

ロータリー財団のプログラム 

①ポリオ・プラス（ポリオの他、はしか、結核、ジフテリア、

百日咳、破傷風） 

②ロータリー平和センター（7校） 

・国際基督教大学（ICU） 日本 

・クイーンズランド大学 オーストラリア 

・ブラッドフォード大学 英国 

・カリフォルニア大学バークレー校 米国 

・その他 

③補助金プログラム 

・地区補助金 

・グローバル補助金 

・災害救援補助金・大規模災害補助金 

・大規模プログラム補助金 

７つの重点分野 

財団はロータリー財団グローバル補助金と大規模プログ

ラムについて以下の7つの重点分野を支援する。 

平和構築と紛争予防 

疾病予防と治療 

水と衛生 

母子の健康 

基本的教育と識字率向上 

地域社会の経済発展 

環境 

 

 

２ 

ロータリー財団月間 

閉会・点鐘 〔中村会長〕 

 幹事報告  

 卓 話 


